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か
ら
平
成
二
〇
年
度
ま
で
、
環
境
省
が

中
心
と
な
っ
て
知
床
国
立
公
園
の
望
ま

し
い
保
護
と
利
用
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
た
め
、
地
元
関
係
団
体
、
学
識
経
験

者
、
関
係
行
政
機
関
か
ら
な
る
検
討
会

議
（
知
床
国
立
公
園
利
用
適
正
化
検
討

会
議
）
を
設
置
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
基
盤
と
な
る
、
自
然
を
適
正
に
保
全

し
な
が
ら
活
用
す
る
た
め
の
基
本
的
な

構
想
・
計
画
（
知
床
半
島
中
央
部
地
区

利
用
適
正
化
計
画
等
）
お
よ
び
利
用
者

が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
（
知
床

半
島
先
端
部
地
区
利
用
の
心
得
）
等
を

定
め
て
き
た
。

こ
の
検
討
会
議
で
は
、
観
光
協
会
、

ガ
イ
ド
事
業
者
、
漁
業
協
同
組
合
、
山

岳
会
等
の
広
範
な
地
元
関
係
者
に
参
加

い
た
だ
い
た
が
、
行
政
が
基
本
計
画
や

ル
ー
ル
等
の
案
を
提
示
し
、
地
元
関
係

者
が
チ
ェ
ッ
ク
の
上
で
了
承
し
、
決
定

す
る
と
い
う
会
議
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
策
定
さ
れ
た
基
本
計

画
や
ル
ー
ル
等
に
対
し
、
地
元
の
関
係

遺
産
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
よ

り
現
地
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
平
成
二
〇
年
七
月
の
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
知

床
の
管
理
に
対
す
る
一
七
の
勧
告
が
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
七
の
勧
告
の
中

に
「
遺
産
地
域
に
関
す
る
、
統
合
的
な

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
を
で
き
る
限
り

早
急
に
策
定
す
る
こ
と
。
こ
の
戦
略
は
、

遺
産
地
域
の
自
然
価
値
の
保
護
、
観
光

客
の
自
然
に
基
づ
く
良
質
な
体
験
の
促

進
、
地
域
経
済
の
発
展
の
促
進
を
基
本

と
す
べ
き
」
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に

知
床
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
の
検
討
が

開
始
さ
れ
た
。

知
床
に
お
い
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
る
の
は
、
今
回

の
知
床
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
の
検
討

が
初
め
て
で
は
な
い
。
平
成
一
三
年
度

者
が
自
分
た
ち
の
計
画
・
ル
ー
ル
で
あ

る
と
い
う
十
分
な
実
感
が
も
て
て
い
な

い
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

計
画
・
ル
ー
ル
策
定
後
の
実
行
段
階
に

お
い
て
、
検
討
会
議
に
参
加
し
て
い
た

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
て
も
、
基
本
計
画
や

ル
ー
ル
の
内
容
を
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、

実
行
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。

こ
の
検
討
会
議
は
、
平
成
二
〇
年
度

ま
で
に
基
本
計
画
と
利
用
の
心
得
を
決

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

知
床
で
は
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
順

応
的
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の
「
科
学

委
員
会
」、
地
域
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
保
全
管
理
を
進
め
る
た
め
の
「
地

域
連
絡
会
議
」
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
遺
産
地
域
の
適
切
な
管
理
を
行
う

た
め
、
環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
、

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
お
よ
び
北

海
道
の
三
者
が
、
遺
産
管
理
の
グ
ラ
ン

ド
プ
ラ
ン
と
し
て
の
「
知
床
世
界
自
然

遺
産
地
域
管
理
計
画
」
を
策
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
管
理
計
画
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
た
各
種
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の

計
画
の
一
つ
で
あ
る
「
知
床
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
戦
略
」
を
紹
介
し
た
い
。

知
床
で
は
、
平
成
一
七
年
の
遺
産
登

録
後
、
知
床
の
保
全
状
況
を
審
査
す
る

た
め
、
平
成
二
〇
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界

知
床
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

環
境
省
羅
臼
自
然
保
護
官
事
務
所　

三 

宅 

悠 

介

は
じ
め
に

知
床
の
利
用
適
正
化
に

関
す
る
検
討
経
緯

適正利用・エコツーリズム検討会議の推進体制
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ま
え
て
決
定
し
た
。
こ
の
起
草
部
会
で

の
作
業
を
経
て
作
ら
れ
た
文
案
を
、
年

に
二
回
開
催
さ
れ
た
検
討
会
議
で
議
論

し
、
丁
寧
に
地
域
と
の
合
意
形
成
を
行

い
な
が
ら
、
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

今
回
、
策
定
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

戦
略
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
は
、
地

域
の
関
係
者
等
が
、
利
用
方
法
や
利
用

の
ル
ー
ル
等
に
関
す
る
提
案
を
検
討
会

議
に
お
い
て
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
戦
略
で
定
め
た
基
本
方
針
や
将
来
の

目
標
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の
関
係
者

等
が
自
主
的
に
提
案
を
行
い
、
提
案
に

基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
の
策
定
を
通

じ
て
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型

ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
事
項

を
盛
り
込
ん
だ
、
既
存
計
画
を
手
直
し

し
た
も
の
を
新
た
な
戦
略
と
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
検
討
会
議
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
知
床
の
自
然
を
活
用
す
る
主

体
が
自
発
的
に
取
り
組
み
に
参
加
で
き

る
仕
組
み
作
り
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
戦
略
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
敷
田
座
長
の
提
案
に
よ

り
、
地
域
か
ら
の
提
案
に
基
づ
い
て
議

論
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
の
整
備
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
関
係
者
に
実

感
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
と

一
緒
に
考
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
重
視

し
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
は
、
起
草
部

会
と
呼
ば
れ
る
地
元
関
係
者
等
の
有
志

の
会
合
に
お
い
て
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
ア
イ
デ
ア
を
積
み
上
げ
て
作
ら
れ

た
。
起
草
部
会
で
は
、
地
域
か
ら
の
意

見
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
付
箋
に
書
き

出
し
、
関
係
者
の
意
見
が
見
え
る
よ
う

に
工
夫
を
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
三
年

度
に
は
具
体
的
な
文
章
案
を
広
く
地
域

に
呼
び
か
け
て
募
集
し
、
一
〇
〇
件
を

超
え
る
文
章
案
を
地
域
か
ら
提
案
い
た

だ
い
た
。
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
に
反
映
さ
せ
る
か
に

つ
い
て
も
、
起
草
部
会
で
の
議
論
を
踏

の
議
論
の
体
制
を
構
築
し
た
が
、
一
方

で
、
提
案
者
に
は
提
案
実
現
に
向
け
た

関
係
者
間
の
調
整
や
合
意
形
成
、
提
案

内
容
の
実
施
に
対
し
て
、
一
定
の
責
任

を
負
う
こ
と
も
求
め
て
い
る
。
地
域
の

声
で
あ
っ
て
も
、
提
案
者
は
要
望
だ
け

で
は
提
案
を
実
現
さ
せ
ら
れ
ず
、
提
案

者
が
関
係
者
を
巻
き
込
み
、
協
力
し
て

検
討
す
る
こ
と
で
、
提
案
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
ま
で
も
求
め
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
提
案
者
だ
け
で
は
関
係
者
間
の
合

意
形
成
を
図
り
、
実
行
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、

行
政
機
関
が
で
き
る
範
囲
で
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
提
案
が

検
討
会
議
で
最
終
的
に
承
認
さ
れ
れ
ば
、

検
討
会
議
構
成
員
の
協
力
の
も
と
で
実

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
検
討
会
議
で
、
提
案
の
可
否

を
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
は
そ
の
判
断
を
行

う
際
に
参
照
す
べ
き
基
準
も
記
載
さ
れ

て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
で
は
、
基
本

原
則
と
し
て
、
①
遺
産
地
域
の
自
然
環

境
の
保
全
と
そ
の
価
値
の
向
上
、
②
世

界
の
観
光
客
へ
の
知
床
ら
し
い
良
質
な

自
然
体
験
の
提
供
、
③
持
続
可
能
な
地

域
社
会
と
経
済
の
構
築
の
三
つ
を
定
め

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
原
則
に
基
づ
く

定
し
た
後
に
、
終
了
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
前
述
の
勧
告
に
対
応
す

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
は
国
立
公
園
の

枠
組
み
で
検
討
し
て
き
た
利
用
の
適
正

化
を
世
界
遺
産
の
検
討
の
枠
組
み
に
変

更
す
る
た
め
、
平
成
二
二
年
度
よ
り
こ

れ
ま
で
の
会
議
を
「
知
床
世
界
自
然
遺

産
地
域　

適
正
利
用
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
検
討
会
議
」（
座
長
：
北
海
道
大
学

観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー　

敷
田
教

授
）
に
再
編
し
た
。
新
た
な
検
討
会
議

は
、
事
務
局
を
環
境
省
、
林
野
庁
、
北

海
道
が
務
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

の
会
議
に
参
加
し
て
い
た
地
元
関
係
団

体
に
も
引
き
続
き
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
生
態
系
や
公
園
利
用
等
に

関
す
る
学
識
経
験
者
に
も
参
加
い
た
だ

く
こ
と
で
、
科
学
的
視
点
か
ら
の
助
言

を
得
る
体
制
を
維
持
し
た
。

新
設
さ
れ
た
適
正
利
用
・
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
検
討
会
議
で
は
、
勧
告
に
よ
り

求
め
ら
れ
た
統
合
的
な
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
戦
略
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

当
初
の
想
定
で
は
、
前
述
の
既
存
の
基

本
計
画
や
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
地
域
内
を
区

分
し
、
区
分
ご
と
の
環
境
収
容
力
や
ア

知
床
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

戦
略
の
策
定

起草部会での議論
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チ
ラ
シ
を
配
布
）
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
知
床
斜

里
町
観
光
協
会
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き

議
論
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
他
の
関

係
者
等
と
の
合
意
形
成
が
知
床
斜
里
町

観
光
協
会
を
主
体
と
し
て
進
ん
だ
ほ
か
、

対
策
グ
ッ
ズ
の
作
成
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

実
施
に
つ
い
て
も
知
床
斜
里
町
観
光
協

会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
関
係
団
体
に

協
力
い
た
だ
け
る
体
制
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
と
の
協
働
に
よ

る
管
理
を
進
め
る
上
で
は
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
戦
略
に
基
づ
き
地
域
か
ら
の
提

案
に
よ
り
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
、
有

効
な
ツ
ー
ル
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画

に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
知
床
斜
里
町

観
光
協
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
関
係

団
体
が
主
体
と
な
り
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。

次
年
度
か
ら
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦

略
に
基
づ
く
議
論
を
本
格
的
に
開
始
す

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
か

ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
基
づ
く
議
論
の

体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前

進
で
あ
る
が
、
一
方
で
課
題
も
あ
る
。

グ
マ
エ
サ
や
り
禁
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企

画
」
が
あ
る
。
知
床
斜
里
町
観
光
協
会

に
よ
り
、
ヒ
グ
マ
が
生
息
す
る
観
光
地

に
お
い
て
、
観
光
利
用
者
と
地
域
住
民

の
安
全
を
守
り
つ
つ
、
豊
か
な
自
然
を

体
験
す
る
機
会
の
維
持
と
、
野
生
動
物

と
隣
接
し
て
生
活
す
る
地
域
住
民
と
の

共
存
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
提
案

さ
れ
た
。
知
床
半
島
に
は
ヒ
グ
マ
が
高

密
度
に
生
息
し
て
い
る
が
、
平
成
二
四

年
度
は
二
、〇
〇
〇
件
以
上
の
ヒ
グ
マ

の
目
撃
が
あ
り
、
こ
こ
数
年
の
目
撃
数

に
比
べ
倍
増
し
て
い
る
。ま
た
、ヒ
グ
マ

に
対
す
る
エ
サ
や
り
や
至
近
距
離
で
の

写
真
撮
影
等
の
問
題
行
為
も
確
認
さ
れ

て
い
た
。本
提
案
の
背
景
と
し
て
、ヒ

グ
マ
に
対
す
る
エ
サ
や
り
等
の
不
適
切

な
行
為
が
ヒ
グ
マ
の
人
馴
れ
を
進
め
さ

せ
、
観
光
地
や
隣
接
す
る
ウ
ト
ロ
市
街

地
に
お
け
る
人
身
事
故
等
の
発
生
に
つ

な
が
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
に
お
い
て
、

提
案
者
の
知
床
斜
里
町
観
光
協
会
の
他
、

ウ
ト
ロ
自
治
会
、（
公
財
）
知
床
財
団

等
の
地
域
関
係
団
体
と
斜
里
町
、
羅
臼

町
、
環
境
省
等
の
行
政
機
関
が
連
携
し
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
式
啓
発
ロ
ゴ
や
ピ
ン
バ
ッ

チ
等
の
作
成
、
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
（
道
路
上
に
て

通
行
車
両
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
啓
発

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
の
中
で
は
大
き

な
方
向
性
や
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

知
床
半
島
全
域
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
、

例
え
ば
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
地
域
ご

と
の
方
向
性
を
決
定
す
る
等
の
作
業
は

実
施
し
て
い
な
い
。
個
別
の
提
案
だ
け

を
み
れ
ば
適
正
な
利
用
や
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
た

時
に
不
都
合
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
知
床
国
立
公
園

と
し
て
、
多
様
な
体
験
の
質
（
例
え
ば
、

簡
単
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
か
ら
ハ
ー
ド
な

登
山
ま
で
）
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
利
用
は
基

本
的
に
認
め
ず
、
保
全
す
べ
き
エ
リ
ア

と
し
て
残
し
て
お
く
べ
き
地
域
も
あ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
に
基
づ
く
議
論

を
き
ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
地
域

と
の
協
働
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

「
上
手
に
」
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

将
来
目
標
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

む
観
光
利
用
の
推
進
に
あ
た
っ
て
必
要

な
視
点
等
を
記
載
し
て
い
る
。
な
お
、

全
文
を
「
知
床
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」

（http://dc.shiretoko-w
hc.com

/
index.htm

l
）
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、

興
味
が
あ
る
方
は
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

平
成
二
四
年
度
か
ら
こ
の
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
型
の
体
制
に
基
づ
く
議
論
を
試
行

的
に
実
施
し
て
い
る
が
、
検
討
会
議
の

資
料
の
作
成
や
説
明
を
地
域
の
関
係
者

が
担
う
時
間
が
多
く
な
り
、
検
討
会
議

の
構
造
の
変
化
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
。

平
成
二
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た
試
行
的

な
議
論
の
う
ち
の
一
つ
に
、「
知
床
ヒ

知
床
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

戦
略
の
意
義

今
後
の
課
題

三
宅　

悠
介
●
み
や
け  

ゆ
う
す
け

平
成
二
〇
年
環
境
省
入
省
。
平
成
二
一
年

か
ら
二
年
間
、
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
に

て
知
床
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
お
け
る
科

学
的
・
順
応
的
な
管
理
の
推
進
や
エ
ゾ
シ

カ
対
策
等
を
担
当
。
平
成
二
三
年
よ
り
現

職
。
現
場
で
遺
産
地
域
の
利
用
の
適
正
化

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

知床ヒグマエサやり禁止キャンペーンのステ
ッカー
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